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※「はらまち九条の会ホrムページ」が12月に開設。http：／／vw．haramachi950．net
「はらまち九条の会」だけで簡単に開くことができます。投稿もお待ちしております。
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九条は：弓手ち
＜65年前の、1945（昭和20）年4月12日は、郡山市大空襲で460名が死亡した日です＞
○太平洋戦争中の郡山空襲は3匡】あり、4月12日では460名、7月29日は37名、8月9日では29名
の死者が出て、県内では最大の被害です。特に4月12［旧米軍B29攻撃機143機により、保土ヶ谷化
学、三菱電機、松葉製糸、自乗紡第≡工場、そして日東紡富久山工場が激しく空襲されます。
○ところが、その富久山工場には原町女学校生（現・原町高校の前身校）120名が勤労動員されていました。
工場では死者121名、重傷者27名力牡ぼす帆原女生は奇跡的に3名の負傷者闇丁ですみました。

私
は
昭
和
四
（
一
九

原
町
に
生
ま
れ
育
ち
、

満

小
学
校
六
年
UJ）

昭
和
±穴丑

年嘉苧

ノし

目
に
大
東
亜
戦
争
が
始
ま
り
、

三雲・■さ、－喜．i！
学

校
四
年
の
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
敗

戦
に
よ
り
戦
争
は
終
結
し
た
が
、
戦
中
、

戦
後
の
混
乱
期
に
青
春
時
代
を
送
り
、
激

動
の
昭
和
史
の
中
で
生
き
て
き
た
私
達
。

そ
れ
で
も
、
戦
後
は
今
日
ま
で
平
穏
無
事

に
生
き
て
き
た
の
だ
か
ら
幸
せ
で
し
た
。

だ
が
、
戦
争
中
の
こ
と
は
絶
対
に
忘
れ

る
こ
と
の
出
来
な
い
思
い
出
と
し
て
、
胸

の
奥
に
し
っ
か
り
と
焼
き
つ
い
て
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

修
学
旅
行
の
軽
い
気
分
蕾

群
山
の
8
第
紡
工
場
へ
学
徒
動
員

昭
和
十
九
年
十
月
十
四
日
、
原
町
女
学

校
の
私
達
第
十
七
回
生
百
二
十
名
は
、
…

組
担
任
高
原
（
亀
里
美
代
先
生
、
二
組

鈴
木
千
代
子
先
生
に
引
率
さ
れ
原
ノ
町
駅

か
ら
郡
山
に
出
発
し
ま
す
。

ま
だ
十
四
、

学
旅
行
に

よ
う
な
軽
Vヽで

徒
動
員
の
一

山
の
日
東
紡

た
。
工
場
に
着富員気も
い久と分行五
た山しでく歳
時二して、よで
の場のまう幼
そに誇たない
の皆ら一、私

き
さ
に
び
っ
く
り
し
な
が
ら
も
、

嘉妻垂蓋毒葦慧
の
あ
の
秋
風
の
身
に
払
み
る
淋
し
さ
に
、

生
ま
れ
て
初
め
て
家
を
離
れ
て
遠
く
に
来

た
ん
だ
と
い
う
思
い
に
、
十
四
歳
の
小
さ

な
胸
に
不
安
だ
け
が
か
す
め
た
こ
と
を
、

今
も
覚
え
て
い
る
。
で
も
御
国
の
為
の
一

念
だ
け
で
皆
山
生
懸
命
や
っ
て
き
た
ん
だ

ろ
う
と
思
う
。

工
場
で
は
耐
火
レ
ン
ガ
を
作
る

防
空
頭
巾
と
救
急
袋
を
肩
に
、
麻
袋

の
前
掛
け
を
か
け
、
支
給
さ
れ
た
制
服
と

地
下
足
袋
で
、
毎
日
軍
歌
や
愛
唱
歌
を
歌

い
な
が
ら
、
私
達
の
職
場
、
耐

の
原
料
を
一
輪

れ
た
レ
ン／

た
り
と
、

音干ガ
とを
油窯車
とので
挨申達
ににん

ま
し
た
。

夕
食
後
の

の
勉

疲
れ
で
眠
か
っ
た
け
れ
ど
、強　ま積だ
みんり
れだ、火
レ
ン
ガ

てり・成
型
さ

働出
きし

も
、
日
中
の

そ
れ
で
も
目

本
の
勝
利
を
夢
見
て
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
。昭
和
二
十
年
四
月
十
二
日
の
空
襲

誘
電
繹
伊
弼
鯉
誰
、

昭
和
二
十
年
四
月
十
二
日
青
空
の
良
く
晴

れ
た
正
午
近
く
だ
っ
た
。
食
事
前
の
手
洗

い
の
時
、
突
然
の
空
襲
警
報
に
空
を
兄
上

‥
臣
∵
十
㌦
㌦
樟

の
中
心
部
に
爆

弾
を
落
と
し
始

め
た
。私
は
近
く
の

防
空
壕
に
入
っ

た
が
爆
風
で
崩

れ
そ
う
な
の
で
、

「
出
る
な
」
の

制
止
も
聞
か
ず

防
空
壕
を
飛
び

出
し
工
場
の
外

に
逃
げ
出
し
た

が
、
ど
こ
ま
で

逃
げ
て
も
爆
弾

に
追
い
か
け
ら

れ
、
爆
風
に
倒

さ
れ
、
生
き
た

心
地
も
な
く
夢

中
で
逃
げ
た
。

途
中
、
怪
我

を

し
て
助
け
を

求
め
る
人
、
手

足
が
吹
き
飛
ん

で
死
ん
で
い
る

人
、
黒
コ
ゲ
に
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▲空襲前の日東紡績吉久山工場の全景▲現在の工場正面（国道288線沿い）
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が
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堂）」。しかし空襲直後には、たくさんの遺
体の安置所や負傷者収容所となった。
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岡
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膚
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友
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。
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思
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』
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0この「郡山空襲の戦争体験」のことは、会報仙60に阿部信子さん、馳63に鈴木千代子さんも寄稿
されています。学徒動員も空襲も、今では信じられない現実に65年前にあった史実ですが。

′厨月r有毒芦磨Fノのごと

○正しくは「福島県原町（実科）高等女学校」といい、
通商「原女」。町立で修業年限4年。1926（大正15・
昭和元）年4月に創立され、1948（昭和23）年4月に
県立の「相馬商業学校」に統合され、現在の「県立原町
高等学校」となりました。22年間で20匝lの卒業生は
1，307名。前半の昭和初期はのんびりと古き良き時代で
したが、後半は戦争に巻き込まれ悲惨な校史でした。
○校舎は現在の原町第一中学校の所にあり、昨年「原
高」は創立70周年記念事業として、原一中に跡地を
示す記念石碑＜右写真＞を建立しました。

．J存〝どす一か7

昭利10年ごろの原町実科高等女学校正門。
（現在の原町第一中学校）町立で修業年限
は4年。昭和23年に県立の相馬商業学校に
暇収合併された。


